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~H·nllff'"ν v 守ル関理色して坦，、+m U(，γ)~λr-· (">0._>3) を控 JII し，高温 ;«1 伝の:i:!E 1J

a闘に泡1' rt る続出窓方担式を悶た.

ζの4えlI!O l程式後ぴ ζj ，に符白書する向ま，~字ル干の会現を向 i、岨{将軍軍の縦高終象封書去を与え a

PET ぉ， T:¥TJJ:. ぴ T"η1 にit て計算割を示し，燈軍~~完の分予定皇宮に置する知見を (Y たa

分膚 1it 盟式を凶ヨ Eした時の III 蕃'密度の変化に傍う湿謹理化の実務僚を理lIl dlllat ユ合せると 3・9:F

霊当である ζ 日吉〉った.

!I 帽曾

永)J場合内官房'uの革礎。主箆1こ古( HUgOIl同，

I曲目， pchpmn により間砲の瞳措主

Lて形成されたョ

.t体躍様，uhしてはこの程訟は充分E恥ニ器用しう

るニとが分って、るの eζの革妥えはI!!に総立された

ものと見倣して及、‘むあろう.

併し同体火磁の雌測の勘合はその分解ガスカ塙温超

高日制;その叫lJ蹴の糊明暗さのるに

食後 Uecker， Schmidt 等により試みられた約盆計算

は苑論的;ニlIlf!不問なものであった.

それ銀理麗の分子理ニaをliMi"るには，先 r~の 5

‘務停を槌Eするlit尚11'の状悠方訪式を19る ζ と治世

決問阻である.

I) 状思方向式はすべて分子li!fIによって制1ftてら

れるべきである.

2) 状態Oi l怯実は銭 "ff~l こ誼 JII し号る極充分豆確

でなければなら Mゐ

J) 状1! .:II~ の形!ま様様特急交の針 3白羽 lil なしに

ul符される限度の附酬なものであるへきである.

織兎によって生ずるず叫ま自信閉ま l~ 穏な ill 合物であ

る:6~.我叫ま ζれを不均L.~-:tI誌のl<l医方程式とし

て眠 mi. 問去る平均のか -l-m t'l. を持つ宅診し、。分子容か

ら成る単ーが異日時するわけむある.

ｧ2 高温気体の銀盤方程式

X 聞の"'~，、分Tからなる封後'.の附与を考え

る. P と'"を炎々その匡jf&.ぴ符績とせよ.

→室伏E方m式

P·斗EI1+Eni4・\.1L-.:ーι ヘ V'tJ

"・lloltJ. lnan S!j皮I '/'・II!相互~， l_jEの撃逝)

lニ鈴て/I目。 ll~ ， .....·1主!lI 2. 第 J. グ， ，アル係

放と呼ばれ T の扇fIてある.
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強JJ 蜘ーを理係式によれば

d(y)z s
一一l圃てEFM+;.dYT r'l

(r_H.lmhoh .r.の[J ill 鼻傘忌")

3( 1ま

去す(云 1・会{キ)
これを mぃ内$'色ネルザの )1 現をゲ， ，アル係1«のIf

割で I駐車すると

r3 __.~lam ，.\' ソ1
E_S L-TI~_'I 明一一 [~.I I+.Y EI

L2 品. a'l" Jf ノ』

ここで、 'til 三分 Fの鉱閉と田佳の的係自由民に依

る品事。"を計す.

グ， ，アル係忽"分 Y問..ヂシシl' 1'., 1', I二臨存

rる.

ここで~~I:'分T'(ま峨吋干らである即ちdテシシ令隠，

Uは分子制1.(.'制r~挿 vのみの高位であるとV山!し

よう.

ポデンシ守 aレのヲυ'J'~Iま充分な潟illでは無IIIして2ミ

ぃ eあろう.そこで"''''曲べJtJtt.，.:- シ守ル繍型を探

JII するζ とは合理的である

tJ(，'}-A(-ぺ')00.旬>3............·........(2・ 1)

"は分子の綬さ創"IE制され総さを示すli!1監 eあり

普通6-12 のS苦闘にある. "圃∞なら』ばま闇{体依で非E舶

の織合であるι. 3( λtはま IμA

に当るf分》τ定s鎗aで主あ，る.

。・ 1) 式を仮定ずると"'， ，ア易保J訟は

R,_' 1("" 1: 1'P"~ ， 1..1ス

こ ζに b仇a は"のみによる氾散である.径つて

r. ~.， ...、、'/'両 1 1 ¥'
J，r- t1 11+ t:~'" L'T) ・ -\7 -j. I;;;::;'~" ・

12•2)

r3 3_.(...、~ll
.f.'_..n1"1';'+ 主主'，， 1 ← 1・~ h·SE,

1 ・・】 • 1;1'J t'J

rJ.._ 3. .....1
E〆 liLT 九 ( 1"1- 1" 1・ )J+.Sll ..··..~2 勾
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本Ii·足凶 怨窃必死ト了哩・8

ζζで 6，由~ 61>b:. のうち 6， ).tぴ6"ま表・

b，-子，.行土)， 6， -IO(f) 雲市}

こ ζに r はま Y シマllJ="を庁、し. >e 吋はある=置割

分~l 食位計算することにより仰られる， ~fdi は炎川こ

与える.

~( I

R.γen) IIγ(拘}

6 2.032 IS 1.291

!l 1.561 18 1.233

JZ 1.383 00 1.000

b~ ， "4 等はまだ計算されて』な、が，これは金

者>J Eの位をもつものであると推定される.

目隠係 ...t(2 ・ 2) を

r12{A/J.rJ11・ V-I ..............................(2.4)

の4 ・E伎にlI!Il唱した形 iニ箆廻して

IlL I. 3 、 1
--11+b]JI:+[b:+-=-bJ:]x:+ｷ..ｷｷｷ11:'/- ptlL-.¥,- .\ぬ r' j

(2.5)

このえは e2 ・2) 式より'"の 2 l.t で鍵荷で怠る.

!Il l に毘膏'l'I'l自の lli 緩いには T を p と智の“あ

らわ"な訴訟として炎おす方治， p を T と・の“あ

らわ"な雨量之して表わすよりも便利であるこ ξ ，

!Il 2 に， (2 勾弐は次に鎗ベる‘判縛による託銀"

を可飽とする.

磁繍な荷臣下では，J!壇"，の Eカ日闘をも合め

て. (2.S) 式は政れんが惑〈なり， I,s. 04 噂の知

られて、白ない現在では役にまたぬし，もし知られたと

しても齢耳&噂倉に厄介にとる.

そζで磁限"満穂段 (pr>kT) に鈴ける涜温奴休

の内係 z ホルギを考えると，それは般需充血ニ相応す

る旬的 z ホルギ

市 c. ,
a ・-Z-(7r，，)顎+.'EI

と不術位置の回りの小祭E隠の機エネルギ， 3SI;T の刺

に弐!IlにUi';'\てい〈。

印ち

ム・-.{与σお顎+吋+-'"Cl σ

こ ζiにこ〈、ゾ/τ11)11' Iはま緑証袋分予問の，邸a臨』にこq等，し<.

宜《山'、.1は主E蛾I·虜祭分千の妥数.. Iロ2，に等し、.リ'玄磁な量値E
l宇t子存凋附献醐lに附二羽対札L比てtは玄山u凶E皿叩巴回叩吋s叩副"吋‘d吋1リJ抑阻白略， 旬

.mIι二より'大 3方智 m克E捜Rに針して tは之木身原{ 本lei にこより

針寡された<> G'.'!:l値 lは主 s弱‘方の場合で殆んど安丑に­

宮すること.，は之 g袋健 2 の釦〈である.

受 2

c.
f正方}
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(2.6) 式を {Z·ll 式と銑ぴ. (2ｷ4 j:主を矧うる&

1:'1' 2 r.r｣.1 ~、 lf...可

すっ石 L'-τ 'C; h) J
宜は

1;'1' Zn f. InO.. \1 仰を可

下ア・ 31: +6 Ll-tτ~) ・"， /2J......(2.7)

l/£って

1;7' 1 1ι.c. 、"
す・ie，)， τ「勺言\"~.).........(2.')

とお〈と

n"' ，J ・O. -x ，ィ'(X.)=2R.'(3" 守 6). ，.......(2勾

乙こに I' 111 の録係紋である。

(2.7) 式11 9!!烈の両穂度に於げる粛軍気体の聞置を

爽君 tするものであるから，これと依倉変調授の紋 'lJ;J i

l2;え (2.5) とを，鮫も織かに結び合;1'るため ， (2.5)

式~;);:3)!iにまとめる.

IlL f 毛、 I_ax'
-ーー・・ 11+blz+(~+ニ-6，:l.l:ｷ ー三ニ l
げ円 L' , ".".¥ 錨 . r'I一回J

0・ '0)

ニ ζで"且ぴ a を ，_0 の部近では (l.S) 式に】

誼し， "'_.1'， の附廷では (2.7) の韓正問こ一致rるよ

うに書J ，それには (2.9) 式により'"の岱件に4追う

".をlIluま!l!、.ー

1-4'....-0
1ara131'+61
→，.---一一.--. 'If Z嶋 b， ':"(3 ，ω";:

(2.5) 式で 'I: される緩 S院の各項はすべて涯とJ<ら

れ，立 (2 10) 式で， a>R. であるからニれも Eの線

数に際関し似る.

~って (2.10) 式は 0".. .，;:; ..0'の金側告発でヨビ分の Iii

~を待つよとが期待される.

(2dO) 式l主交の湾当に決 I躍することが出来る.

l:'J' _.. 1
74zJ「ZZEZEZ{212}

0 , II，~， a のlJlはず千鈍他に対し茨3 の削〈計耳された。

~ 3

・・ a b ~ "

6 1.0:24 2.4SZ 5 持. 2ω8

9 0.958 I 品5 -(1.928 1.878

12 0.958 1.411 -1.773 1,569

15 U ,l4t 1.3包 -I 針。1.3勿

18 Iω9 1.273 -2.<JO.I 1.285

co 1.387 1.260 -J..;(i7 O.i07

Z· Il)弐を議わず蜘 III を白川二if;-， 0

41
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図 1

制 _00 図、1II 1J;l:表Sl- T- (その直珪は {λ Ipr )l 仰の羽

合には.ご，三の近似計算出行われて、必.

Kirkwo 叫 eぎにより衝をな続分方程式の解として

:t耳された U'/p ・の白邸主国 2 の1.tt tll で示したもの:を

回 2

l>り， ::'itUnehli!r'?f.が白山体鋭 (free \'O!UlllC) の•際金Jニ~~.て計算した似を銅~でぶした.ニれらの計

算依と比蛸し. "_00 の掛合 (2・ 11) 式による我々の

出土終線で正してあるが，かなりぬ〈ー喧し引るよ

とが分る° "園9，。に~~，てはまだ他には計算fijiまな

~:: 9-1', T・3.9 自国 T

CO ・3.9-21叫1 '1'

Hぎ0 ・8.0-6四 T

CO:: _9.8_5 誕xl 'f

(畑 ，，，， r"， S500~ b:)

ζ の担似の眼盟{ま1'1 .0 に符し 3gd 以下. ，九 co 及

び CO~ では 174 以下である.

仮出且合物の場合 lこは， 11' 1二平均値をとればよい，

飼えば:， PET:¥'(ベント J "!")の爆鬼生成す朱に仰

b寸る

2X:+4H:O+JCO:+2CO

の地合には

・-eT_ 言。 -'600 T

とたる.

TぉTXI ま Tenr1 の坦毘に鈴ては国体として存在

する&足 lわれる控輝波繁念在ずる.縫ってさ建々は誕体

生成蜘 I-I こ国体泊四散した舵も-It l拘な智合を考祭す

る.

金生成物 Ig 泊りで自体分子が fev. 祭休 q京子が
~Y T!l:l'it"するものとし，祭休 15)T出りの容績を"

1昼休 1 麟千当りの容積を l' {l- ，p} と rる，ここに，•は分依した周体のlEI!'揮である.文 t 及び‘ tまrE )J

及び温度に依存しなも、.のと仮定する.

そのとき1 生成物 Ig の詳説 γ は

1'・ぷω+.\':(1-ぽ p)...........................(3.2)
内初孟ホルギ iま気 I..えぴ間体中の Z 傘ルぞの利!田ち

Jo: ・Ev+R.

H， lまIl!に述べた掴りであり. (2.3) 民 (l.l) 式を入れ

ると

.r3.... 3. ._. L'1'{ e 、1
ι・5lyH'勺(p，-'T)+T\'-~)j

岡Ill'"ネルザ品については，留~北区館。孟$

ル·n 向留事部の墨f.A-¥乃和として突の知 <1I ffll し

もる.

-.rl_ J:TI_ It、 1
J-:， ・ Sl ~.t-' 干 16-':' IIIZ'-r'2¥-TJI

eは幽体tニ廿するー慢の慢性調度である.

か〈して録後に

r ミ 1_ 6 6 /1.'、 tTl
J~'_ぷ l ニ J，..+13--=-+...+ー-::-I~-::'" I

1 民，'..， ¥- ,,'''''' ]"・ J 2 I

+tf:aho{53}

e干し-l院に2£11;7'1主一世では危(，温度n降下&

共に単調に滅少する.

温度混血13岨'~T"'5瑚'K に於ては"は硲程

的に夫式で示される.

2E"I/kT_,,_e , T.................................(3.1)

ここに" I::i に涯、;;であ~. ItIま-Illの特出且

E主である.

問え I!

xasa6

FIGI
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万一一面一一夜寸7 (，寸" "
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FIG.l
e

.・"

~_I，J ~
『

Q1

~6

"
喜子

,
a

5ム

¥3 ;II湿気体の向田エネルギ

稜々 の分子健週間によれば，気体の向笥 L事ルザは

(l.3) 式百四される，ニの制 aの，，'桂子の援動

筒径の zネルザ的.し極めて削世で l:.::<. .t·....¥.t:.~ト

の怠悶が成立し，弐尖で与えられる.

'U:JJ: T・-
二二 i二回{回・誌の日出度 )+2( !i閣の自由酎

で，問え iま 2 原子試体では ;_4,

芥直渇IlIP紙子«体では・・9

E腿JJ3除'f;，;!<"は四10

..

c

.8
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主主』ニ

• ••,_ ~ (.¥'tI+.¥'ll)

TXT 叉It T町吋‘ら生ずる当字{周U<)に司し

ては β'" 叩hlte Iニけする、，\':l. gmnn 等の飽から，­

イIA~. ;・訓 F広に探る.
実置に 2号、て PET お， T:-;T.Jlぴ T<:tr}'l につ、

ての計 3事例 4どがす.;その場合 a 夜々はヨたの分解コヲ様

式を tri' 定ずる.

l'F.TX:C(CU:XO ，)r' 出汁削~+3C O:+2CO

3.. OS
TXT:C 冶H~Hl~O:)1""'2N:+ 吉日 ρ

7__ 1
+ーCO+ーC2-- , 2

Teoげ I: C.Ii:(NO:h.XCH..-':Or-f:"i:

os _ 11.........3
+τH，o干すco+tC

ニの時の、1AL ，-6r5.Q及び，の値lまヨ緑川こ

Ij;したr，・Eとなる， QIta応需である.

表 4

PETS T:'¥T T~tr デ1

分子 il 316 221 冨7

X "， IO- 包 2.09 1.98 l.W

N: 0 0刷。四

・+6，\' S 1.0 8.1 S.7

Hロむ.) I岬 1曲 lJO

刑囚同) 14S0 醐 1010

分僻方限式 I': j\;朱 ζC にtA l足した扶 1!: 1j~ 宅式を用い

て各継の然体反応挙衡を考慮すべ曾であるが，その計

算は緬めて肉細で.."経験的検..‘国信なので，と ζ

でぼ根も筒 41 tl .!l:. 成約組成になる凶な分 MIill式.温ん

だ白 PETS 区￡れで開周ロ少いが， TXT~の脳体

決策が lij る均舎にほ、の分解弐をすべての密度範図に

趨 III するに隠少し無担が..る.分解ノ J判弐が変ると後

4 の令書安f/lに符子。lO llが生ずる. ，鳴る分解方限式を

m i，.-?:...時限茨キの銀色計算し砿せ"良、.

さτ(2·4) と (2 句割ち

日 ~-f( J:). r・..(A/ pr)"'· ・， -1............(3.4)

を周、、叉 .
11 6 6.'、、

門担す{3-~~p+γ}IC') ..···...····C,·,)
とお〈と。向 mi :z. ·j品川レザを p と r を用いて夜現しう

る
.. 目 冒・-

H_Sptl-;___P(り l+t
f;upl_，.....，..ｷ...(3.6)

4ニの式をさたの計算に用、.る e

ｧ4 平面埠轟遣の特撮 II

よ撞 L九万思式と内 21孟ネルギの表現を用い平面定

49

糊切阻を附蔓号.

山を分解鈎の火掻祉の容lll. '}を I. の火寝泊抽

売した時に坦掴される匡応が ω 拘を民庭前の霊力と

しよも.

すると， IX 路発結後の医 1Jp及び比谷協 Y は突の

R岨kine.Hug 咽iot 録F与を鶴見ふ且"まならぬ.

tfp+MOH ヲ-E- fI ..................{4.1)

ここに E・は生礎物'.諮りの内部品本ルギを示し，

固体米露の E崎仰向 lj. 本ルギは生成物の夫に比し

無視しうるものとする o 1':が p と I の語訟として知

られておれば. (4·1) 式は !".p iii に Sさいて Ranki

nc·Hugo :1 iot 幽鎗と呼ばれる幽磁を与える.

p]}. ぴ VI ま C4 ・ I) 尖と今一つの鎗且備作

4器F←枯付
と>'1にζよつて決訓ゐ bられる; (μ..，勾) ，は之 c加P戸，沼 1I14 D.Jμougu 刈"

g儲裏伶邑哨剖 a巾るもので安審揖必を

d告魁泡噌として 4与，えるもので sあbる.

か〈して決定された p とドを用、て，盟諸1)， $.I

礎自衛直後の録制お宝"は衣の関係から l~ られる.

1',-:-r_(Poご向江・233',', - /Y-五 (4.J)

(4 ， 1) 及び (4·J) 式は田容翠伝婦に対して慣晶

湿恕旭日之ぴZネルギのf農作間から鴎かれるものである

ニとを附寵してお二号.

以下大武IE "，を p にまJし然回するζ とにする.

我々の分子uの一つの特慢は分腕方組式を同定す

ることにすれば，すべてのこれらの計耳bがすらすら理

ぷとレコニとである.

0・ 2) と (3.6) を (4.1)式に代入して

1 ・rI J ....1
吉'pCI 、ーぶり _.Vpll' 言+τ +r«) I-(Q 村J

(4.4)

ー万 Chnlllnnn.jouguel «事件 '4 ・ 2) は'"の形にな

る.

to 、-Eh-sr[;+ ミ+P(T ，寸.d O"'( ，，)]
ar..(1_3_o...l1

-(山ー円一一 IS"i~+ ー+/0'(%)川alｷl.--U 同 JJ

(3.Z) 式から

II !.・ 1 ・

(1 '.-η 言?・ (IOo_.V" ーぶり苫 E

.'1 9られるから .ζ れと (4.2) から (;.J 鎌件否定は

÷σ ト忠勾刈 J[ P附(Iい-~)片 ο叫刷{μ伺<j
f 川， ,‘ 1

ー刈島市j+lt+ ;}G(けy.......... ，...j

こ ζ1こ

。(.)・l-1"I''''(s)
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'" J
して、〈ことは法日すべきである.悶ち，爆稽~.の

密度治:.A:になる邑よ IJ ;J.:(の兵$ルギが分予聞陪h

~.，.:;;~守ルとして寄観される'Iである.

億しζの宿銭された尽力«'シシ守.4o-!::，!Ii援に概

して豊雄副」その肥E劃ニよる外耳仕事会:少、崎白ニ

は安定休の温度を上げる世nをするであろう.

ヨたに也 3で注目すべきニとは一定の"に符し坦~1J

の溺極illが存IEすることである.そしてζの経由で

T_O になる.勿諭ζ の水力管tJ';Wーでは II'邸主世i針

通過後先銘ずるものと仮定している'I，寝泊的にf:ニ

の箆裂で絶帽度になるζ 凶器令する. "'Illにtに

こに宝るit;に波面温J!(の依下の'"緩湯田旬、臨泊二f，

るでちろも.

ｧ5 計事剖

!Ji..に与えた徴iiiをIII、.ると，もL. ", A ，且ぴeが

分れば It ， 1', 1' :&，び ρ を計算悩来る;3(掴lこ n の

OJ;測似を痢M刊すると叫ん及L'ぽを決やるζ と治凶j氷

る.様 5 に D の挺測IIIを側げる.

ぎ"is D~)測定依 (mi.∞) (I{istinko、，\'sk)')

lWo P包TN T~T Tetr)"l

0.8 4760 4170 4710

1.0 ss.拘4S5O "冊

目 砧曲 "鉛 61∞

lA 7100 6260 6叙淘

1.6 市旭 師団 日開

i) PET"

冨の盤々 の舗に対する f:D ， 、々 +，の寝泊事磁と

L山 D の契濁命後{老健 5) を比駐し長も Eミ〈合 ;11

に固定すると (Q+ ，)カ:jl J られ宜 λ"'分る.その結

果i主交の ~I< である.

n_15 の時 Q-. 市/ca lli'， "I/U・ 2.siA{d")IJU;

F日 Q・ 1 7OOca 1jt ， A 1/l t_2.51A(d")11 弓

これで特徴象針J1.l)i\S礎!訂泊来た.震叫ま伏館方程

式 (2 ，) 1) で与えられる /(r) を III 、. (4.4); 及び (4 ・

5) から(I'，・ -.\·r)IS~ ， Spr/{Q+ り ltぴ .\'1:'1 γ(Q 4- f)

の鉱;，.の函散として知るニ&が凶来る.

さて xlt 火賓の初"栴Jr'山と突の関係で儲 lまれ

ている.

信.~~ .(-:~'~-\'I"，~~~~-， -- -_.
t' g-.\' 町・ e・ 、 。+"

回一...!.!.-(..=!f!.. ，・J・，
:.-4:e 円 (1+ ， I

後って， 0 ・-S.，)/-"." .\'z， r/{Q+り ltぴ必γ'I(Q

+引の値It J:の代り I:，火罰置の暢度に耳偏した 4 の

函鐙として与えること治 IU来る.

X 1)1ま C4・勾によ"

D・V・fYrJe-15+55叩.)-Ir-.p明

~って

(山ー点、 ρ 山-A2(当zan
"，服TE--Tl qj

•• u

lト....." s. 戸市
-37-H?P)[ 叫

の国保.:援なっ，出依生居室績のな、 ~t .\'_0 で上式

により D/''/Y+f も31.'の函象として容品に場~f9

るニ店主腕かである.

固体の倒る時 lま
。. ..
4兵'ltp_K ーム!...(注予立~，，)
川 . fl+ ,"..九. "

ζこで

A昔4F(tf)・1μη
/21-44 、 n

U~ 0:. , 1\の各悩に対 L \";:;')J<符γ を

t の踊"として繍〈 ζ とがIU*る.

Co・9， i・8 の勿合に就いてのニれらの計算の一例

を~ffY~ 1Iニ示してお o.
4目、日

印ちもし，ー、，品9'+6~~ ， 'I. It, n ， λ 及削(同

生成する時のゆ各組カ畳初であれば直やは先 r 1',"

丑ぴ r をl それからにρ~V: IV の行仰を火衡の続

度の扇III とし C且IUすことがIU来る.か<Lて1I1'1特

徴数のll!tj計耳泊tロI簡である治ら不帯にして割削まま

だn， >", It, rtiの似を予め与え号る段階 iこは ffiって、

t~~ '0 従って ζ ニでは出越J'陸湖凶に務、〈坦にこれら

の分子定取に冒する匁閣を拠る 4二とになる o ~r.::のE

磁な刻印t符われ.ミニの分 T li1劃こ世·r硝喧瑚臨

すitl!，えの剛唱増田 iま噛となる.

司 JIま，、"_0， ，. _7 の場合に段、て {ζ れは PET~

の掲合に出)Eに骨同品川 Q村J 及び 1)/(9+

，)明の依~iJ';して uる.

火!IIの厳初の樹皮か物ずにつれて，田"，治晴ずに

つれて，理辿 Df之官加するが創建混度 T ，主泡に依子

拍

FIGJ

ぷ

"

』レ "

a・4 ，・ 7

目、， ."

,
,
g

s

吋6

日，

M
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,

"・9 ()・_1 4OOc.1!/g. ;o. l!'=2.50..\(d")1!,;

"...6 q7l.ぴ λ 決定ィ、下室

Co・4 の嶋合には φ と A を、かにえらんでも浬誼

鋭と実測値<:合わぬ).

一方，先に犯した PETヌの分解方程式から捕らii

る Q の値は"誕loaνsとであるから. "=9の助会1J'.U

も及、 ζ とになる，l'"令て，，1"=毛'"弘主主主主とな

る" J.:J，下縄・9 を採り計耳した n， 11', '1及び p 値を

錨..，及び 6 ，ニ治した.

ii) TXT:PETN に対し o~' 旭道当であったか

ら， TXT に対しても m・9 を採用しよう・"と t う

定劃叫時すべての単一分子にほぼ来語でゐるべきも

のどからである.さてニの場合には突湾建鐙治畿を z

，、，、 n

の盟出 ζP由討 tた剛こ革、.た(: {1--i;斗ー ζ土
、 1・・九/匂マ，

総と一致させることにより，おの似をうる.

盤舘あてはぬの結果，四毛 I )(JO- Cb ~r コが具〈謎

瑚と合い，そ叫年記/'1 ..2.3." 主位 J~ fIを1!J t.: o
国l二，貨温で 1曲''';:;p~ .'i田 b.. における 11- ~raph 町

に主 Jする f“i'l JE~ 亦は 3.0 :11 10 ー''1 U(-1 (Int.:¥at

Crit.Tabl 帽)であり，ここにfY i，よ R の依はかなり合

理的であろ h この aの値によれば勉晴生を生物中の III

奈は田万袋匿の時約'ド分 iζ 厚相されることになる.

TXT の n，lI"， ヲ及び p の鉱 tま箇 4，3 Jl. ぴ6にぶ

してある.

街回 inklcy-Wibon の総量式に絡< T:-;T のmr.

詰県の聞を我々の値とJt盟 Lたものを袋 6に計九

袋 6 TXT の符 tl '"

最'I 初1'，(の g密"度c) l[1 '(gj ，民} T(OK} 1， (kglcm ワ f)回tmiJus} t I，t。mhssw}i 11'(町‘)

出inkl町品目昼間 1.46 1.86 3ZOO 1羽)， OW ..侃》 &;;0 l.J.3lJ

オ~ J:{->£阿 1.46 1 曲 2210 156 ，0曲 6450 "'70 1550

ii り Telryl ζh 締合"・ e久町層面 2.lx 1O-Cbar-1

として阿隠に実測 IIIを理蛤値と合せ，主竺三壬丑主

主V)I/PをlUtニ。

Tetr}'! の j>， IV, 'J'71. び p も回じ〈図 4，5 及び 6

iこ店、した.

“J

げ

図 5

ゲ

,
3

鞘共n

2

。一

。

I 1'1 ,"4 rs 白、I N If I~ J

d凶コ

dI

四

F
Jι ・3

"叩

S.._ , .'..l
~1I5(おO~h_JCO~トー H:O+ 時+-:;o~2 .- /.--ｷ"2

和157 除nlgj 目 "，-~/'1' ・ 7 副-4780{1,-156, N.... 1.9thdα"

舗-， •として λ を求治ると立三芝必坦主

及ひ笠 a羽田唱をro7.，> o

':'1 ~1 ;: I.l I~ II

"
E弓 4

(J J.l N

FlG4.

J 弱
~I :I .INC

J

7
。

;片波+多ー/9

s

開ζd

4乏 μこ2

w医仁
."“.
rT~rl

よf。

i¥') XG:... ト司グ明セ，シの弱含 lま脅変を変化

させる ζ との同様な a鰭i当主格!i:の鈎銭がないので

PET:" のill な， r抽出陣ぬ。

そ二 Lでし 1'0- 1. 6 で D_ η加盟 I~ ，

分解え

ｧ6 考軍

XG 中 P包T~ の生~~，の，\ ~: TXT, Tetr)'] の

夫よりも大きいと、うことは CO~ 分干の省勤理Z廷

がさら CO， Hp e:撃にftL大h暗から且て合理昨e

"
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余 ~I高 < f.;\ 温度下での;<!+:'!)l£偏博道担箆から寝

かれる~2 ， UP'.fj J アル係劃ま1.<>白血rd_}叩信

用の分T悶M' シレ守色目刻

I·(Y)_A."-~_I'r-t (6・.)

で良<l!i闘される.これは1Zi星では lr{r)"'AT-o にな

り，本級告の似世と一世する.

しかし (6.1) 式を朗い医協事の測定値から決定さ

れた，，~の IIIは。ここに 19られた λW よりかなり大

き、.。

回ち A， ~~及び CH.. に対しA ・ A1"...2.56, 2.12,
2931{eVJM である.

この不ー丑がどこから来るか.今の姐聞かでな、ゅー

それに対して'"のI!'賓の内何れか治初咽あるものと考

えられる。

μ) 吋篠宮震な迎合気«:である縦灘".を不足亦J

な単-«I本として/1.ったこ孟.

bJ 号J::IF.調を鋸腿した茨"'.l坦，、 u. シシ

守ル鹿曹三若干の銀llt:-.，るこ>.

e'LeD日叶ー 1阻舗の際司 (6.1 '1彊溢で

たいこ>.

寸分解方湿式及"'Ii:庖割除。を略目色 tニよらず.....，;，

としたこと.

PET~ v.;場合は鍵際，jl~側肢によら肉ものと思お

れるのでこの配定の誌の膨閉ま少、

，、}躍建の'"滋値倉唱障の安定蝿J!lを与えて、白 f;.\

かも担れぬ二主。

0) 平首盟濁渡の稽益と実慢の火賓閣の圏閣&の聞

に韮異会"fF(f.するよ>.

これらはや jれも~楽に峻された際姐..ちる.

本続安のー舗は文部省側祭研究貨によるものである

ことを児し隊怠を点する.

6

" I ,' II /I I!
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‘!I ,,,
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ψ
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2

ζS
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,

ある.

附後. "・9， j "",8 1.)母合の特1lI舷基本，、"ー，の計算例

。 1 0.2 0.3 0.4

0 , 7.)09 0.4筑為6 0.3097 0.15 る9

0.2515 0.4206 0.5110 0.5459

FC..-) ・S.1667f( :I'}， Gez) ・ 1+5.1667( ーザ.，(%) )

J.ii1 2.581 1.6 曲 I 0.8107

'.JOO J.tiJ

6.843 6.811

1.664 1.534

0.26-*7 O.J7i8

1.051 1.'鏑 3

0.' 誕話 0.09l2

0.0079

"",,9
,
/(r)

-el'er)
i_8

r(.r)

0(.)

V·守l.3JJfI

・.

0、ーー、 'r)1 ぷ，

ぷ 1'''/ (i+ ,)..
I' o-s ，. ρ

山マ宗主
e
.1:..ｷ'i~，.土\'~

υ 'I I
1¥-11.1

,,"_012

K也O. Ll

.¥l'fi{9+f) 0.1935 0.' お7

3.6401 3.82 白

6.452 S.905

....36 l.353

0.5831 1.034

1.661 2.316

0.1745 0.' 鍵，.

0.' 認8 0.1691

• '.2.1.>
1.653 2.252

0.1806 0.1622

0.45 O.s

。曲目 0.0344

0.5499 O.s 格4

0-4769 O.Iii7

3.8412 3.8 品

s.s 喫S s.. 国

1.314 1.275

l..S31 2.617

2.901 3.978

0.3 拠舗 • 0.50“,
。羽田 日"

2.727 3.~ ま2

2.696 3.182

2.652 3 。ω

0.1413 0.0921

玄献

.)例えば Co t:.ru. nt. Friedri 由主盟主盟主主主主

巴土竺主主坐工豆: (1948) に"しい.

2> R. Becker, Z.Elektrochemlc2340 ，泌 4 (19

17)

3) A.Schmidt , Z.Sc hi 由回 d Spr 四i:'. (J 9J5)・

(1936)

盟



町田hi山ler， C.F.Curt 凶 J. Chern.Ph}'.'I

1961(1951)

勾 G.ll.Ki 鈍Ia ko.....ky. F. xpl 岨。凹 (E ロ町 d叩h

dlaofChfmlc;:alT~h 田l" g)' yo1.5p.948

(1950)

10J 本被文の内事事"第 4 悶"，..e鱒レシ dヂゆム{ポ

為ト:- 1952) に提出した.
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8) R.J. Buehler, R.H.Wentur!.Jr., J.0
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B}"m凶目。 f theiatermnl 剛tar potentialU( サ_A~ ・ (A >O・>3 ).11 山間 eliol 叫削問

。E 民ate ofhightern 弔問 a同時 ...包 under 由e wboler~io J:l ofpres 四， uh 祖 been iDtr ocJロ "d

I:Tｷ 1-~--------
p・ l+ w:+6J: t+u'

II <l b c: ..

9

12

0.958

0.998

1. 63 逼

1.411

_ O.9!8

- 1.773

l.SiS

1.569

四日開 H叫問。 f 山IS cqu 酬。" of 刷Ie to 印刷 ntinn pllenomennhas 川崎 been treated

UnderthelI.Uumptionoffi.zeddecompω 刷。ロ equ:ltion ， thedeWlltyVll.tllltlo:l.ofdeto:ultioll

\'el 田町 for PET~ ， TぉT andTetηI bas....ellbe 曲目 plained inthe 回"e of,._9, and

informationaboutthe、で due ofλbas beenobtained

(DepartmentofPbys 岨 an ， l Dep:utmentof

A即日叫 Chemistry ， Univerllit)ｷofT時四}

資源銭術試験所保土ヶ谷実験所

新設爆発試験坑遁設計概要

(剛馴 27 lf. 5JJ6fI受珂}

繊l!f.U険昂耳慣例"1i民会

~I 京 f司 次

日号k

11¥1'" 鑑温. ffI:2l 主 2建計 2吋ト及傷会主明，爺

3'" 針醤に必貨な基礎計算.賓 14 >:1冨度計

ll-.修"，'I 仕II". 胸骨司 I xl 荷量暴宅拭..枕 m

~I 立凶，附図 2 ~'I 安会弁脚絹濁

第 1 ，・経 過

過言趣旨民望書工茸描衛庁 E安直後 f間験所【 l阻集主主術

試験所 J に於 τは横浜布保土ヶ谷信仏向調 IIf来上少谷笑

験僚に埋完封験抗温を髭冒するに巡りよれ治主盟 fを揖

鉱火事璽話会に諸問されたので同会では到に埠史民放

控司君計量且免 E壷員名山本訪飽{京大}下村謂太

日

1m(J ltkJ 伊木正二{政大)小針案{年人}多山阻 na

{位議災総 E時}佐野初雄{石製協会 Jill 村間二{三

弁J I!!亨{三葺}榊国三 J1H 北海謹泌・ OJ 千«;三千誼

(B<tt!). 何功平描( "ltJ 山家(;t;l( (ヵー，マト JJ

を作って iii 穫した. lfllll 主回年 7 H4 日&19 闘の二

回に亘って111まれた，そのl}'，11之衣の掴勺をある.

外諸{主として米，英. Iん日. S)I二胞?る館'I

試制厄 ~Iこ闘しては佐野秀之耽民生，袋谷川衆院 Z是正

舗の見瑚制 ;~9~ hll 之町仰の糊同&

山本佑健氏の illヨ母車察研究会での線告とを比眠たも

のである.

本炎で且るとげ i方"MIt t定置は埠発盆の直径~J， H;] 米




